
高等学校公民科 ･ホームルーム活動

小論文指導を主体とした新聞の継続的活用

長野県伊那弥生ケ丘高等学校教諭 黒柳 紀春

1 新聞教材の視点

新聞を活用した授業やホームルーム活動は､個々の教員レベルでは以前から随分と実施されてい

る｡ただ､年間指導計画に基づいた系統的 ･継続的な取り組みとなるとごく少数である｡一過性で

ない総合的な取り組みが難しい理由としては､教科書という主教材に添わせる補助教材は幾つもあ

り新聞もそのひとつに過ぎないということ､一般に限られた単位数の中､各種年間試験に合わせた

進学対応の授業を展開している年間計画では､多くの教員は教科書を消化するのが精一杯といった

事情があげられる｡こうした現状では､教員の多くは時に出会った興味深い記事による活用に新聞

の扱いを限定されてしまう｡系統性の欠如したまま活用を継続すると､一時的に生徒の興味 ･関心

を喚起しても､結局は授業をカルチャーセンターの教養講座化していまい､生徒の学習意欲の低下､

学力低下を招く恐れがある｡通常授業の中に無理なく新聞を導入し､授業の流れや年間指導計画と

関連づけた活用ができるかどうか考察してみた｡

2 研究テーマ設定の視点

近年､進学指導においては国公立大学2次試験､推薦入試における小論文 ･面接試験の比重がか

なりを占める｡こうした試験は従来の知識 ･理解中心の授業展開では到底対応できない｡授業では

生徒自らが主体的に思考 ･判断する学習内容を展開し､長期にわたる系統的 ･継続的な小論文 ･面

接指導が必要となる｡3学年政治 ･経済は､理系生徒中心の受験科目であり､センター試験対応と

同時に小論文指導の中心でもある｡教科書主体の学習指導と小論文指導をミックスした授業を効率

よく展開するため､本年度は授業に新聞の ｢見出し付け作業｣及び ｢新聞発表｣を設定し､教科書

では対応できない現代社会のキーワードについて､新聞を用いて生徒自身が広く現状と課題につい

て考察できるよう取り組んだ｡新聞の ｢見出し付け作業｣は小論文対策を意図したものであり､｢新

聞発表｣は主に論理的思考に基づく意見発表を通して面接試験の訓練的効果もねらったものである｡

1学年ショートホームルーム活動における ｢新聞発表｣も同様であるが､1学年ということもあり､

学級内の生徒相互理解､仲間意識の育成も心掛けてみた｡

3 実践の内容

(1) 政治 ･経済 (経済分野2単位)における取り組み

(∋ 指導の視点

ア 日本の農業の現状と課題について､まず新聞の ｢見出し付け作業｣により現状 ･国際的動

向等を認識させる｡次に生徒の ｢新聞発表｣を踏まえて今日的課題を検討し､まとめの授業で

農業関係の社会人講師を招いて今後の農業の在り方について考察させる｡一連の学習により､

単なる知識 ･理解に留まらない､生徒自らが主体的に思考 ･判断していく授業を心掛ける｡

イ 時事問題への興味 ･関心の喚起と小論文指導の効果をあげる｡
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② 授業構成 (3時間) 対象 :3年C組41名/H組40名

学 習 目 標 学 習 活 動 指導上の留意点 .資料等

第 1 時 間 目

a)日本の農業のおかれてい ①最近の新聞から農業関連 ①作業時間を指定し与えられた時間

る現状を理解するととも 記事を選択し､本文を読 内で読みとる能力を身につけさせる

にー興味 .関心を喚起す んで見出しを付けさせる 注)資料1参照

る (5分)

②新聞の内容を的確に把握 ②新聞の見出しを発表し､ ②新聞の見出し,と完全に一致してい

させる 生徒の見出しとの比較 . なくても､内容の全体像を把握し

考察をする③生徒の見出しを紹介し､見出しを付けた理由.梶拠を述べ合う (10分) ているかどうかで評価する

③戦前 .戦後の日本の農業 ④教科書 .副教材を活用し ②日本の農業のおかれている現状が

の歴史 .変化を理解させ た系統的学習 過去の農政の上に成り立っている

早 (35分) ことに留意させる

第 2 時 間 目

①日本の農業の現状と碍題 ①教科書 .副教材を活用し (∋1時間目の新聞の内容 (現状と課

を理解する○ た系統的学習 題 .取り組み)との関連性 .整合

(35分) 性に留意する②新聞記事の紹介に終わらないよう､②日本の農業の課題と今後 ②生徒の新聞発表

の取り組みについて考察 (10分)③新聞発表の内容について 現状に対する今後の取り組みにつする いて生徒自身の意見を述べさせるo注)資料2参照

の教員､生徒相互の意見 ◎次年度は全員に 600- 800字程度

交換 (5分) の小論文を書かせ､それに基づいた意見発表 .意見交換を計画中

第 3 時 間 目

①日本の農業の課題と今後 ①JA上伊那営農部長講義 ①一般論に終わらせないよう､生徒

の展望を関係者d)意見か 演題 ｢上伊那の農業の現状 の生活している身近な地域社会と
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(2) ショートホームルーム活動における取り組み

① 指導の視点

ア ショートホームルーム活動の円滑な運営を図るため､生徒の ｢新聞発表｣を通して生徒の

相互理解 ･人間関係の育成を図る｡

イ 時事問題への興味 ･関心の喚起と長期にわたる小論文 ･面接指導の効果をあげる｡

② ショートホームルーム活動構成 (10分) 対象 :1年C組 40名

学 習 目 標 学 習 活 動 指導上の留意点 .資料等

①ホームルーム活動の円滑 (丑教員 .生徒の諸連絡 (丑時間内で諸連絡が済むように留意

な運営を図る (5分) する

②生徒の時事問題に対する ②生徒の新聞発表③生徒相互の感想発表 ②取り扱う内容は自由とし､当番制

興味 .関心の喚起と相互 で全員に発表させる

理解及び人間関係の育成 授業ではないので内容にあまり深

(3) 指導上の留意点

① 見出し付け作業

授業で扱う記事の選択においては､本文のみの記事をできるだけ避け､統計資料やグラフ､

アンケート等のデータを基に構成されている記事を選択する｡小論文試験が資料読解能力や論

理的思考能力を試す出題が多いからである｡

見出しの付け方は同じ記事でも新聞各社によって当然異なる｡見出し付け作業の評価は､本

文の主題が概ね把握できていれば〇､半分程度理解できていれば△､的外れ及び無記入は×と

3段階で大きく評価した｡評価そのものが目的ではなく､時事問題に関心をもち､作業に慣れ

ることに主眼にしたからだ｡本年度は評価を評定に加味することは差し控えた｡

見出し付けの作業時間は記事の量により本来異なるが原則的に5分と設定し､限られた時間

内で問題を消化する能力を身に付けさせようとした｡

② 新聞発表

政治 ･経済､ショートホームルーム活動共に発表する記事の内容は教員が指定せず生徒の興

味 ･関心に任せた｡ただし発表記事には扱った新聞社名､目付､発表者の意見と氏名記入を義

務づけ自己の発表､文章に責任をもたせた｡ 発表時は､時間制限 (5分)と声量 ･態度等を

評価し､発表終了後本人にアドバイスするよう心掛けた｡

また､発表原稿の見やすさ､割付の出来､文字のわかりやすさ等､紙面構成にも留意し､発

表者に今後の発表原稿の工夫 ･改善について指導した｡

4 結果と考察

新聞の ｢見出し付け作業｣では､進路における必要性と珍しさもあって概ね熱心かつ意欲的に取り

組んだ｡新聞社の見出しと自分の見出しとの比較は興味深いものであった｡正誤にかかわらず､実施

後半になると､与えられた時間内に紙面を読み見出しを付けるという作業は時間内に終了できるよう

になった｡見出しの表現も､初期の感覚的･抽象的な表現から具体的かつ記事の本質を捉えたものに変
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化していった｡正答率 (表 1)には期待したような顕著な傾向はみられない｡実施期間が短かった点

もあるが､袖見出しやリー ド文との関連で見出し付けに迷う記事 ･紙面があったのも影響している.

｢新聞発表｣では､初期には意見でなく感想発表になっていたり､記事の全体像を把握することな

く自己の意見を主張する傾向があった.後半､事実を客観的に分析し､より多くのデータや意見を基

に論理的に思考した上で､自己の意見を述べる生徒が増えてきた｡また､発表者の意見に対して自己

の意見を述べる者がでるなど､単に他者の発表を聞くという姿勢からともに考える姿勢が見えてきた｡

時間をかければ効果はさらに大きくなったと考える｡生徒が自由に取り上げた記事 (表2)では､経

済 ･労働､社会､くらし･医療､スポーツ等の分野が上位を占めた｡

表 1 新聞 ｢見出し付け｣作業記事一覧 (実施期間 :9月～12月)

実 施 日 活用新聞 見 出 し ○ △ × 総計 正答率

9月12日(土) 産経新聞 3期連続マイナス成長 (GDP) 49 19 7 75. 65%

9月29日(火) 産経新聞 民間平均給与467万3000円 40 9 24 73 55%

10月6日(火) 産経新聞 東証終値 1万3000円割れ 25 7 40 72 35%

10月10日(土) 朝日新聞 公的資金枠 67兆円に増額 (金融安定化) 28 2 45 75 37%

10月 15日(木) 産経新聞 負債､戦後最悪 7兆9365億円 23 49 4 76 30%

10月22日(木) 産経新聞 国鉄清算事業団が解散 61 3 13 77 79%

10月24日(土) ■産経新聞 長銀を国有化 29 3 44 76 38%

11月2日(月) 読売新聞 基礎年金 国が半分負担 20 ll 43 74 27%

11月 17日(火) 信濃毎日 日本国債 初の格下げ 21 49 3 73 29%

11月22日(日) 読売新聞 ｢コメ｣4月関税化 25 43 7 75 33%

11月26日(木) 読売新聞 第 3次補正 5兆 6800億円 (今年度予算) 17 34 18 69 25%

12月 1日(火) 1読売新聞 2004年度までに実施(基礎年金) 17 3 54 74 23%

12月4日(金) 読売新聞 4期連続マイナス成長 46 25 3 74 62%

12月9日(水) 信濃毎日 経済波及効果4兆 6803億再(長野五輪) 37 4 36 .77 48%

注)正答率は､総計中の○の割合で算出した｡
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表2 新聞発表記事-覧 (実施期間 :政治 ･経済9月～ 12月/ショー トホームルーム9月～3月)

･強硬姿勢崩さぬユーゴ

･ロシア大統領 オーストリア訪問中止

･イラク危機 米､寸前で攻撃停止

･ケネディ大統領暗殺から35年

･飲酒運転したらその場で車没収 NY市警導入へ

･日韓 ･政治の見識 (社説)

･情報公開法は今国会で制定を (社説)

･日米地位協定外務省 ｢見直し考えていない｣

･日米首脳会談 (要旨)

･閣内協力で連立政権 .

･人件費抑制決め手欠く都道府県 ･政令市

･温泉施設競争激化へ 箕輪町 ｢ながたの湯｣14日オープン

･日本もはや ｢一流｣でない 中国内部文書

･来日の米大統領 市民と対話集会

･コメ来春関税化で調整

･消費税福祉財源化をめざす

･消費税福祉目的税に

･問題は解決していない旧国鉄債務 (社説)

･たばこ値上げ輸入各社追随

･見直します ｢豊かさ指標｣

･日本の主張に理解 農相WTO事務局長会談

･電機大手賞与最低水準回答 消費意欲減退に拍車

･商品券一律2万円

･商品券支給 来年3月半ば以降か

･高三 11万人就職決まらず

･長野五輪 経済波及効果4兆 6803億円

･｢女性は働こう｣ 同姓から反響インタビュー

･地域振興券効果 6割が懐疑的

･12月の求人倍率0.84倍 (県内)

･国家公務員65歳定年へ

･ぬくもり年賀はがき

･雲の切れ間天空ロマン LL座流星群

･挑めど遠い世界一周 (熱気球)

･向井さん実験開始 米シャトル打ち上げ成功

･神秘の光 星が降る ｢LL座流星群｣

･ヒトのクローン実験

･進む天然ガス自動車の導入
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･ダイオキシン規制強化 県内31焼却炉が休 ･廃止

･燃費と税金の関係 燃費の悪い車は増税か

･コハクチョウ豊科に戻った

･ダイオキシンは0.22ピコグラムと発表 長野の天狗沢最終処分場放流水

･水出しっぱなしにしないよ 伊那の小中学生環境意識調査

･所沢ダイオキシン問題の教訓

･異変 シャチがラッコ襲う 生態系に影響遠因は人間?

･温暖化防止 ｢行動計画｣めぐり対立

6 晒 (15)
･なぜ? 高校に大量毒劇物 (長野県内)

･バイアグラ密売容疑で逮捕

･捜査長期化か 青酸ウ-ロン茶事件きょうで1カ月

･毒物事件 『一件落着』とは考えないで

･採取のヒ素詳しく鑑定 保険金詐欺事件逮捕から1週間

･夫もヒ素中毒?昨年一時重体

･パンなどからさらに針4本

･カレー事件できょう逮捕

･保険金目的か衝動的犯行か 毒物カレーで逮捕状

･不透明な潔白主張 林容疑者夫婦

･米兵ひき逃げ 沖縄の少女死亡

･不審火は8件に 伊那で農作業小屋を焼く

･心のゆがみ映すミラー

･機材不足で救出難航 コロンビア地震

･ホームレスの定義を

･赤ワインを飲むと､ホントに長生きするの?

･｢脳死｣もっと関心を 臓器移植法間もなく一年

･死がつくる生 臓器移植法施行から一年

･国内初きょう生体肺移植

･｢臓器提供する｣4割

･老後の頼り やはり家族 (公的介護保険)

･国民の意識が福祉を変える (投書)

･基礎年金 ｢国庫負担5割でも｣

･老人ホームの死 安否確認 県実態把握できず

･年金国庫負担1/2で合意

･脳死判定を実施 高知赤十字病院

･体力や運動能力 10代のパワー低下続く

･インフルエンザ患者急増

･安楽死ビデオと医師

･たまるストレス 猿も脱毛

･忘れない きょう大震災から4年

8 四 (4)
･大学教育 高度化を

･使い放題ネット回線 全国1000校に設置へ
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･11年度高校募集定員 全日制90校で2万720人

･不登校の小中学生 1559人 県教委調査

9 匹団(2)
･｢富本銭｣最古の貨幣

･神戸復興願い1000人のチェロ

･Jリーグは原点に返れ

･ドラフト見直し急務

･中田､3得点目ペルージャ､また分ける

･ソーサ ｢一発よりチームの勝利｣

･西武が連覇

･横浜38年ぶり優勝

･落合選手が引退

･横浜38年ぶり日本一

･武豊に騎乗停止処分

･サッカー､プロ野球情報

･世界女子バレー 日本快勝スター ト

･アジア大会開幕 高橋､金 1号

･マグワイア70号ボール 3億円落札

･トルシエ日本 白星発進

･｢長野の関係者出席を｣ 3月のIOC臨時総会
･密室調査直後に乾杯 JOC聞き取り

注 1)1-10の各項目は 『時事ニュースワー ド』 (時事通信社)を参考に設定した.

注2)各項目内点線の上記が政治 ･経済記事､下記がショー トホームルーム記事である｡

5 新聞の置き場所と整理の方法

3年生政治 ･経済､1年生ショー トホームルームともに教室前面及び後面の黒板脇にニュースペー

パーハンガーを設置して常時閲覧できるように配慮した｡掲示は教科係及び学級当番が毎日担当した｡

図書館にも新聞ス トックがあるので､整理は特に心掛けず古紙が溜まった時点で資源物として処理

した｡

6 次年度のN IE活動計画 (寡)

本年度の実践に基づき､次年度の実践計画を下記のとおり立案した｡新聞発表は､時間的制約等

から今のところ予定していない｡

(1) 新聞見出し付け答案の生徒返却と自己評価

(2) 新聞見出し付け答案と新聞社間の見出しの比較 ･考察

(3) 課題に対する生徒全員の小論文作成と社説との比較 ･考察

(4) NIE活動に対する生徒アンケートの実施

(5) 新聞記者の講義 ｢現代社会を捉える視点｣

(6) 2学年文理コース別掲示板への新聞記事掲示

(7) 2学年文理コース別小論文コンテストの実施 (新聞掲示との関連)
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資 料 1 新 聞 見 出 し 付 け 作 業 プ リ ン ト

日月22日 日曜日
1998年(平成10年)
弟 オ宇戸斤

芸亮売 新 聞社
東京都欄 区大手可l-7-1
郵便番号10018055
電書舌(03)3242･1111

書 舞 喪 新 聞

T HE y oMIURISHIMBUN
第44035号 (日刊)⑥読売新聞社 1998年

小測･江
年両匿の串.JJJ家からな裏口

同委鼻会を作っ･て'インフ

ラ立働と省エネ効率の向上

に集中投資するためのモデ

ル地域を中国国内に数か所

選定し､中国政府の開発計

画篤学乞後押しする｡

また､省エネ技術の遅れ

た石炭火力発電所の改修

や'鉄道の石炭輸送力の向

上などに対して､日本が円

借款や日本輸出入銀行の触 成長を葉塀す芝居甥調和型

のエネルギー政策｣を推進

するため'北京の清華大学

と慶応大学の連携による研

究所を清華大内に設立し'

日本の持つノウハウを基礎

に､人材育成や政策立案な

どを日中が官民合同で取り

阻む｡一方'二〇〇〇年の着工

を目指している北京-上海

高速鉄道計画については､

農

水省自
民
･全
中
と
最
終
調
整

コ
メ
貿
易
政
策
の
抜
本
的
な

見
直
し
を
進
め
て
い
る
農
水
省

は

二
十

一
日
､
個
人
障
壁
を
関

税に
置
き
換
え
る

｢
関
税
化

｣

を九
九
年
四
月
か
ら

コ
メ
に
も

適
用
す
る
方

向
で
､
自
民
党
､

全
国
農
業
協
同
阻
合
中
央
会

(全

中)などと
最
終
調
整
に

入

る方針を明らかに
し
た
O

十

二月上旬にも決着を図
る

考えだ.農水省は'現在実

施中のミニマム･アクセス

(最低輸入義拐)を継続す

れば'輸入米の在庫が増え

続け'｢将来の生産調整(減 皮

)輔化が避けられない｣

と

腰念しており､ミニマム

･
ア
ク
セ
ス
枠
の
拡
大
を
最
小

限
に
食
い
止
め
る
た
め
に
'
代

わ
り
の
措
置
と
し
て
早
期
関
税

化
に
踏
み
切
る
ほ
う
が
得
K
と

判
断
し
た
｡

日
本
は
'
九
三
年
の
ウ
ル
グ

ア
イ
エ
フ
ウ
ン
ド

(ij
R
)
磨

業
合
意
で
､
コ
メ
の
関
税
化
を

避
け
る
代
わ
り
に
'
九
五
年
度

か
ら
六
年
間
の
特
例
措
置
と
し

て､国内
消
費
量
の
4
1
8
%

を表鞘的に輸
入
す
る
ミ
ニ
マ

ム･アクセスを
受
け
入
れ

た｡ミニマム･アクセスな

ら一定の輸
入
量
だ
け
で
抑
え

ら
れ
､
加
工
用
な
ど
で
消
化
で

き
る
と
考
え
て
い
た
が
'
思
惑

が
外
れ
'
政
府
在
庫
は
九
八
年

十
月
束
現
在
で
四
十
二
万
㌦

(玄
米
ベ
ー
ス
)
に
積
み
上
が

っ
て
い
る
｡
ミ
ニ
マ
ム
･
ア
ク

セ
ス
を
続
け
る
と
､
輸
入
量
を

毎
年
'
国
内
消
費
量
の
o
･
8

%
分

(精
米
ベ
ー
ス
で
七
万
五

千
八
m
l少
)
ず
つ
増
や
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
た
め
'
在
庫
は

さ
ら
に
増
え
る
可
能
性
が
強

い
｡

一
方
､
早
期
に
関
税
化
に
踏

み
切
れ
ば
'
ミ
ニ
マ
ム
･
ア
ク

セ
ス
の
毎
年
の
増
加
率
を
国
内

消
費
量
の
o
･
4
%
に
減
ら
す

こ
と
が
で
き
る
｡
こ
の
た
め
へ

農
水
省
は
､
関
税
率
を
1
-

0
%
前
後
の
高
率
に
設
定
し

て
､
事
実
上
輸
入
丘
を
抑
制
す

る
万
が
､
国
内
の
農
業
へ
の
影

響
は
少
な
い
と
判
断
し
て
'
関

税
化
の
時
期
を
複
数
設
定
し
た

選
択
肢
を
関
係
者
に
示
し
て
い

た
が
'
最
も
早
い
九
九
年
四
月

か
ら
実
施
す
る
こ
と
が
得
熊
と

の
方
針
を
固
め
た
｡

L'';,竿 妄1 '∴ '~∴ ■鱒 二::I'lt:～LL-:I:_-■華酷-_'1.:._∴･.7,:'･-:Ii.i"17_轡警甲.i
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琵

',gil:Ti=i;I.9
..r蕃

自
民
党
幹
部
)と
い
う
わ
け
だ
.

も
う
一
つ
は
'

｢自
白
｣
連

携
に
批
判
的
な
自
民
党
の
加
藤

紘
丁

前
幹
事
長
ら
が
指
摘
す

る
'

｢自
由
党
が
与

党
に
な
れ

ば
'公
明
党
は
つ
い
て
こ
な
い
｣

菅
代
表
が
描
ぐ
政
権
戦
略

は
'
野
党
共
闘
を
そ
の
塔
み
台

と
し
て
い
る
｡
野
党
第
二
党
の

公
明
党
の
協
力
が
得
ら
れ
な
い

限
り
'
砂
上
の
楼
閣
と
な
り
か

ね
な
い
｡

が
､衆
院
選
で
の
仙

解
散
･
総
選
挙

r

針
を
掲
げ
､
既
L
F

公
認
候
補
者
を
ト

の
'
公
明
党
が
帰

し
そ
)違

選
挙
Ly



資 料 2 生 徒 新 聞 発 表

政
巧

自
民
党
が
コ
メ
印
税

化
の
前
倒
し
冥
施
の
方
向
言

&'叶姓に入呑t
に
は

､ニ

0
0
0
年

か違ま
る
世
界
†

貞

C>

巾d)
次
期
1
井

交渉事農声kJ毒
コメ

の

Z税化加背という
re例

格
t
lJ
の
カ
I
i
を
持
っ
て
い

る
こ
壷

に
日
未
に
と
っ
て

套

況
重

む
こ
と
に
な

りかねない､
とりつ判断が

閉
句次
期
交
汐
で

自走5'三

マ
ム
ア
ク
セ
ス
(一
塩
一
入
～
)

の
特
例
糖
t
稚
枕
を
求
め
れ

ば
'
特
例
か
切
れ
る
ニ
8

F

年
以
降
の
細
入
t
の
大

芸

み
を
求
め
る
ヰ
出
国
か

り#中

砲
火
を
浴
び
る

ことは稚巧

コメ以外のよ女物‡古に
も

形
書
が
出
る
の
は
苛

h苑
な

政
府
は
長
期
的
税
化
に
甘
み

切
れ
は
､
特
畳

に
如
す
る

甘
夢
が
タ

なヽり
へ
印
税
化
故

の
税
率
に

ついて姦

し

や
す
V
薯

と
仇
ん
で
い
る
｡

菓

的に市い税率
で
効
兵
的

に
5
人
高

見
.り
れ
巻
と
い
う

判
断
L
P

ウ
ル
グ
ア
イ
二
フ
ウ
ン
ド
で

は
､
日
本
は
t
X
可
薫

政
富

円
よ
崇
の

こうし

た

微妙な
点
職
の
変

化をも統

み
放
り
な
ぜ
旨

茶
の
t
か
れ

た
規
英
を
直
視
へ
r名
を
捨
て

実
を
漁
る
)
辻

に疎み出
そ
う

と
し
て
い
る
｡

【仰
望

コメ関税化

｢特
例
｣捨
て
現
実
直
視

不
利
な
交
渉
展
開
避
け
る

印
税
化
に
狂
反
発｡
一

社
は
政

府
主
事
で
特
例
措
t

e

"三
マ

ム
ア
ク
セ
ス
を
中
人だ
が
､
籍

典
と
し
て
相
当
t
の

f
r(
米
を

布
き
入
れ
た
.
1方
で
大
横
奴

な
漉
反を
強
い
h禿
る
中
で

t
X
国
体
や
よ
崇の
湖
に
も
'

コ
メ
過
剰
へ
の
危
淡
感
や
歪

が
高
ま
っ
て
い
る
｡

書

蔓
墨

書
-
一--
量--…
書
き…-
-
EJ-
MBA蔓-
nLM
喜

N
uM"JdA
lJLk
U
W

l…

1

育
化夢

行
姦
し
し
た
方
が

LS
絹

,e
晰
悶

:
鍋

弥 生gflt'･=代 わ,て収束､､t舶 ■り一If郎 It.7㌧とγ,-われ1さま.r-｡
'ま〝lrgf′t:て,で考がす:rのTttさ+I..古事,L碧 作叩 7.Iろ号
:てtf す毛昔{すり 5)ソ空か o
LがLil母 子･11 三屋小官 O,うLfの如g人が宜 y)うわ､,王す.
そ描 景クに･fl･7㌦あ30,C1 fう7号tで日宇の鹿家亨1(tfタ,:のl:
と､●のr5'工fl官 か~rぅtlてL･ちnT.･しパ が.?

拍 堤 ･1束 '+†月かう 半 n輪 人音戸か 点すと丁目何 で一
鼻緒紬智･こ ,,,_･号うぐす.今のうちに#の路 人捕 手Rlこす3
てLT=,P､脚 梢 や ･l tOOい 〔3900/Oの長平モ緩r'tI'Lごちそう

紬 H t･〆 Zt･E6才の壷とt-t'王.･由LLLイaf2Z･

半年紬 人丁ろ=r･･･ それ(1 日か f窄作 叩 1･ta53才%1もて.√3
人マf: 犬さfl一夏T9-号妄/̂王す. ,i-ゼ･､仁う(_h 7小 で､4,0号生産 こ九f;
帥回 り-の小 官く希うことが守 さuL5てItす｡当無上,Hi,局が
甘くでか しい¥1賭人Tl=rlf言.ろtぐ壬か/ませh.
r=r/Tt･Ji コイ垂加 1､.丈絹ff,i-I,jrR与fi t･うわてt-1打 -.70E
タrL-t#Qt■由飢 f=5-､gか戊 針 工と.●2-,i.(L号,-d)TL･LF2-チ
二のfエコxのWiAィ〔dtJlと･･'-帝 3･Jfす産毛r,てL,で毛､舟のうれち
鼻lSfG.JA青く三,川 アワセ人)の手 tf 右肺二上絹V I九で【.ぐ
で'LF2-a IQ回こイ拍 り でくt･71-OH: 宮のtfLJ人毛Y:γやd)冒
11{ぐさモrh ｡ T=Jj･6帥 字抑 ニf'n≠紅吾郎RleL､
約 1手ぐ､f377<fJも､I久ち◎ L̂tきrfと具､t･壬t｡
号Lて､ fojEt) tLltt二日 イ_Fコストてt.す =('L苛tyモっくる棋
考久てLtくtLt等が多さて,Q! .I.fす｡

-44-

政
喝

白
鳥
先
は
ニ
0
0
0

妄

ま
冨

冊
博
正
が
と
り
れ

て
い
る
コ
メ
の
挿
入
句

来年

四
月
か
り
関
税
化
す
る
方
向
で

迦
明
け
か
ら
暮
柊
輔
丑
に
入

る
｡現
行
の
世
界
†
鼻
息
如
(W

T
O
)
菜

箸

下
で
は
､
粥

も
有
利
に
農
粥
で
肖
る
と
判
断

し
L
P

【関
連
肥
事
6
両
に
】

二
十
六
日
か
ら
全
国
で
始
ま

る
よ
井
田
体
の
姐
叔
肘
は
の
冶

兼
吉

っ
て
十
二
月
中
旬
ま
で

に
血
路
的
な
括
柵
を
下
し
､
年

円
に
▲㍊
W
T
O
へ
通
報
す
る
見

通
し
巧
t
柊
的
な
判断
材
料
と
な
る

畜

妥

兼
協同
組
合
の
組
紙

肘
は
で
は
､
ニ
0
0
0
年
に
始

ま
る
W
T
O
次
期
■蕪
交
渉
で

の
コ

メの攻い
に
つ
い
丁
由
特

例
措
JIで
み
る
コ
メ
e
N三
マ

ム
ア
ク
セ
ス
(玉
低
抽
入
t
)

コ
孟

春
関
税
等

翌

鐸

輸
入
の
打
撃
最
小
と
判
断

の
憲

二
O
O
I年
の
粥
税

化
琵

ニ
0
0
0
年
の
胡
現

化
移
富

一九
九
九
年
の
関
税

化
笹
行
I
の
四
つ
の
.q
択
肢
を

示
す
｡
全
Eg
t
K
垣
同
組
舎

央
金

(全
中
)
は
｢中
立
の
正
坊
で

客
#
約
-争
ノー
タ
を
不
す
｣
緊

貫

が
､
コ
メ
望
冗全
日
)白
化

蓋

す
る
3
枚
化
へ
の
反
対

始
か
強
ま
墨
可
帖
佐
も
残
さ
れ

て
い
る
.

現
行
協
定
盟
だ
温
み
で
は
J

ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ
ス
を
九
五
-

二
〇
〇
〇
年
正
雪
ハ年
間
に
順

次
四
円
渦
t
の
四
%
か
り
八
%

に
拡
大
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
.
tlO
O
O
T年
尻
以
降
も

特
例

簿
t
高

枕
す
る
地
合
､

こ
の
仲
人
土
を
一攻
と
拡
大
さ

れ
る
こ
最

寄

り
れ
な
い
.

こ
れ
に
対

し

'九
九
年
よ
に

関
税
化
に
拓
符
す
れ
ば
､
七
･

二
%
､
約
六
十
八
芦

に
維
持

さ
れ
る
｡

r盲
に
､
事
前
案
伊本
格
化

前
の
九
九
年
度
移
行
な
り
､
粥

税
化
分
の
帥
税
率
も
蓋
世
年

(九
五
年
)
で
一〇
O
O
I
一

三
八
〇
%
'
二
〇
〇
〇
年
で
八

五
〇
I
二
七
〇
%
と
本
革
を

t
l不
で
葛

と
全
中
は
出
井

し
て
い
る
｡
美
麻
に
は
米
国
な

ど
主
要
輸
出
国
と
の
協
敗
で
決

め
る
こ
と
に
な
る
が
'
次
期
交

渉の枠組みが
固
ま
る
怒

St

市
串
で
収
定
で
き
る
と
期
待
し

て
い
る
｡

I/,,乙 (a)

イ乞.･濃,,銅 如 間
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